
篠原土地区画整理事業施行地区内の仮換地の売買について 

 
現在南国市では、篠原土地区画整理事業を進めています。 
本事業では、順次工事に着手し、整備された街区から地権者に土地の引渡し

（使用収益の開始）を行っていきます。 
なお、換地処分（実質的事業の終了）は令和６年度に予定していますが、それ

までの登記は従前地のままであり、「仮換地」として本事業の施行者である南国

市（以下「施行者」）が管理します。 
仮換地の表示の例：「〇〇街区▽▽画地」 
以下に、特に使用収益が開始された後の仮換地の売買についてご案内します。 

 
 

１． 売買と所有権移転登記 
仮換地を売買する場合は、その仮換地に対応する登記上の従前地を売買する

ことになります。従前地の所有権移転登記を行うことにより、仮換地の使用収益

権を取得することになります。 

 
 

２． 仮換地の分割 
売買などのために仮換地を分割する場合には、その仮換地に対応する従前地

を分筆登記することになります。分割する仮換地の面積に応じて、施行者が従前

地の分筆面積等を決定しますので、事前にご相談ください。なお、分合筆の申請

書を法務局に提出する際は施行者を経由しなければいけませんので、ご注意く

ださい。 
 また、分筆登記をされた後は施行者に分筆の届出をしてください。 

 
 

３． 使用収益が開始された仮換地の地目変更 
地目変更登記は従前地に対して行うので、「従前地の物理的な公図上の位置」

によって現況の地目が判断されることから、実質不可能と思われます。 
このことから、従前地が農地である場合、対応する仮換地が宅地の状態となっ

ていても所有権の移転の都度農業委員会へ転用届出をしなければならなくなる

可能性があります。 
詳細は、土地家屋調査士または法務局にお問い合わせください。 

 



４． 仮換地の形状および面積 
売買に際して仮換地の形状および面積等は、施行者が発行する「仮換地証明書」

で確認してください。（売買の前に仮換地の分割を行った場合には、分筆登記後

に、施行者に分筆の届出をいただいてから約１０日後から証明書の発行が可能

になります。） 
なお、仮換地の面積等は令和５年度（予定）に工事の出来形を測量し、令和６

年度（予定）の換地処分に伴う登記まで確定するものではありません。仮換地指

定した面積等は、工事の施行による多少の誤差等により増減することがありま

す。 

 
 

５． 清算金の帰属（特にご注意ください） 
令和６年度（予定）の換地処分により、換地相互間の不均衡を是正するための

清算金が発生（徴収又は交付）する可能性があります。 
 清算金が発生した場合、徴収又は交付の対象者は、「換地処分の公告があった

日の翌日の土地所有者」となります。 
 仮換地を売買する場合には、後に争いとならないよう清算金について十分に

説明し、当事者間のどちらが負担・受領するのかを取り決めて下さい。（売買に

際しての当事者間での民法上の取り決めになります。施行者に対しては前述「換

地処分の公告があった日の翌日の土地所有者」です。） 
 仮に、売買時の契約内容が『「換地処分の公告があった日の翌日の土地所有者」

以外の方が負担・受領すること』となっている場合、換地処分の公告があった日

の翌日以降に施行者に届出をしていただくこととなります。届出の時期は売買

契約時ではありませんのでご注意ください。 
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